




考察の範囲は、書き出しの天保 8 年 (1837) から 10 年までの 3 年間に絞って考える。その











多摩の歴史的な特異性の一面は寛永 5 年 (1628) に将軍鷹場が設置されたことである。元
禄時代の生類憐み令で一時中断されたが、同 10 年の御三家鷹場設置で、生産上の制限と夫
役負担や、鷹場管理維持上の負担を負った。また江戸城本丸や西の丸御膳所で消費される多
摩の菜園場の一つは府中に設置された。この御前栽瓜畑は、元和 3 年 (1617) 8 反歩が享保 2

































「公私日記」は天保 8 年から安政 2 年 (1855) までの毎日の日次記である。安政 4 年・同 5
年は「公私見聞録」日記抄である。その最後は執筆者の母、中嶋春の死去で筆を擱く。平九
郎 31 歳から 51 歳までの記録である。
日記の文体は和漢混交文。この日記の第一の特色は、鈴木家再興の過程を記録する事だ。
第 1 冊の天保 8 年の表紙見返しに「夫日記は往事を捜るに安く　数百年の後といふ共□務
形勢　猶見るがごとし」と認め、後の人々の参考にするという意図がある。他に弘化 3 年










c 天保 9 年 1 月 9 日から各項目ごとに丸印がつく。公私が混同され、同内容が○印 2
つで記されていることがある。同年から二四節気や時刻も加わる。
d 天保 11 年から△印で江戸の風評や、他国の出来事が一日分の終わりに記される。










町程」民家 248 軒。幕府直轄領と中川氏領 10 石余と普済寺領 20 石の入会地。甲州街道の
日野宿の助郷村。「天保郷帳」の石高は 1,139 石余。宝暦 9 年 (1759) の戸数 239 軒、人口
1,065 人。宝暦元年から尾張藩の鷹場となり、寛政 6 年 (1794) 鳥見陣屋が設置される 4)。
○筆者、鈴木平九郎について
第 12 代鈴木平九郎は柴崎村の相名主中嶋家第 11 代次郎兵衛の子供である。安永 5 年
(1776) 鈴木家は「持高百六拾弐石　馬弐疋持　材木商売仕候」とある。なお中嶋家は「持高
百六石　馬弐疋持　蔵壱つ」と記す 5)。
平九郎は文化 4 年 (1807) 生れ、元治元年 (1864) 没。享年 58 歳。
鈴木家の先代が文化 12 年に没して以来、空跡になっていたが、「天保六年十一月廿日に







II. 天保 8 年から 3 年間の夫食拝借と返済そして差出金










天保 7 年の冷害凶作で天保 8 年の柴崎村は村内に貧窮民が約 100 人存在する。それは人
口 1,000 人余の村の 1 割に達する。勿論個人的な理由で貧民に転落した人は飢饉と関係無く
増加していた。しかし不安定な農業経営は、天災時は多分急増したと考えられる。
8 年の甲州街道をゾロゾロと群れて通過する鳥追いの穢多 200 人余、瞽女 3 回で 18 人、
乞食や行倒人、浪人一家、巡礼一家などがいた。「日記」に大塩の乱の記事 3 回があり、人









「日記」（4 月 1 日巡見使一行が日野宿昼食で柴崎村役人や人馬が駆出された）ことを皮肉
な目で（本来の民情視察はどうしたのか）と記す。同日の最後に百姓・町人にも西の丸再建





「日記」（5 月 24 日　前年の甲州郡内一揆の裁決）の記事がある。貨幣改鋳の触れ等で幕
92
府財政を察知。（10 月 17 日　佐渡騒動の風聞）この年村内の病死は 24 人、欠落者は無し。
○天保 10 年
「日記」（3 月　小石川・駒込・麹町の火災）がある。「日記」（4 月 8 日　御国恩冥加上納
金）上納を代官所から触達ある。なかなか社会不安も経済状態も以前のようには戻らない。
12 月 2 日　水野忠邦が老中首座となる 8)。この年村内の病死は 21 人、欠落者は 2 人、勘
当願は 2 人。飢饉の後遺症がうかがえる。このような社会的背景であった。
日記には柴崎村にどの位の夫食が貸し与えられたのかの記録が無い。一般に 30 日ずつ 3
回迄貸付る。返済は 5 ヶ年賦で無利息。
夫食拝借再願書とは天保 7 年 12 月拝借夫食返済の貯穀の記事と一対で考えられる。
◎表 1 天保 8 年、9 年から夫食と貯穀について表を作成した。（論文末参照）
その内容は、2 つに分けられる。以下は表番号の煩雑さを避けて、年月日で述べる。
夫食拝借が 2 回、行われた事がわかる記事。




（7 年 12 月 28 日に現物貸与した時に、凶作年なので年始の進物は
止めようと伝えておいた）傍点は筆者。
8 年 1 月 17 日 （各村の夫食返済は延期願書を出そうと、年番名主中嶋次郎兵衛宅
で村役人が相談）
8 年 2 月 2 日 （今晩現物の割渡しに立会証人として江川太郎左衛門代官手代の町
田亘殿出張される）
8 年 2 月 10 日 （2 月 2 日分を含めて日野宿の夫食拝借人の名簿を、柴崎村で町田
殿に提出）
8 年 4 月 9 日 （それでも不足なのでまた拝借再願書を作ることにした）
8 年 4 月 17 日 （名主宅で夫食拝借再願書に困窮民捺印）
8 年 4 月 18 日 （村々差出金納付と夫食拝借再願書提出に次郎兵衛が江戸の代官役
所に出立）
差出金については表 2 で述べる。
8 年 5 月 13 日 「夫食再拝借金四拾五両壱分余受取る」
8 年 5 月 16 日 「夫食再拝借人別にて割渡す」
次は、端境期の夫食拝借再願の記事である。
7 年 12 月 28 日と 8 年 2 月 2 日に現物貸与が 2 回。3 月・4 月は村内の救助で凌いだ。そ
れでも不足なので再願拝借願書は、4 月 9 日から記録は 4 回、提出は 1 回。5 月 13 日に金
45 両が下げ渡れる。この金額は 100 人の窮民に取って麦収穫の 6 月迄のつなぎであろうか。
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8 年 8 月 24 日 （今年は豊作だから夫食返済しなさいという触達に村役人が会合。




9 年 6 月 1 日 （次郎兵衛が返済案を江戸代官所へ持参）
9 年 7 月 9 日 （次郎兵衛が関東取締出役から申渡された返済について、日野宿で
寄場組合大小総代を集めて相談する。代官所管轄だけでなくなる）
9 年 7 月 11 日 （代官所管轄の村は村内畑面積の 30 分 1、稗を作付けし収穫後に
詰戻しを命じられる）
9 年 7 月 12 日 （提出文の見本を写す）
9 年 8 月 20 日 （貯稗の提出書類の清書）
9 年 8 月 28 日 （寄場組合親村の日野へ夫食拝借人の名前と捺印の相談で次郎兵衛
行く）
9 年 9 月 7 日 （今夜柴崎村の年寄会合　返済請書に夫食拝借人たちの捺印を申付
る）
9 年 10 月 1 日 （代官所支配の近隣村々が日野宿に集まり、貯穀返済延期願いを相
談）
9 年 10 月 9 日 （前日の相談の結果、貯穀年賦を半分の積み立てにして下さいとい
う願書を持参して名主次郎兵衛が出府）
9 年 10 月 14 日 （代官所は作付け積立を許可。また天保 7 年暮の拝借分を今年か
ら 6 年賦で積み立てる事と厳命された）
9 年 11 月 4 日 （拝借返納 6 年賦の窮民名前帳と村の控えを清書）
9 年 11 月 5 日 （前日作成の小前帳に各自が捺印）
9 年 11 月 18 日 （夫食拝借返納小前帳をもう 1 冊認める）
9 年 11 月 29 日 （天保 7 年暮と 8 年春の 2 回の返納予定分徴収、柴崎新田分も今
日取立た。全部村役人が立ち会った）
夫食拝借の返済についての記事は天保 8 年 8 月から 9 年 11 月までに 18 回ある。その内
会合が 7 回も開かれ、この返済問題がいかに困窮人にとって重要な事であったかを示して
いる。代官所と、関東取締役所の両方からくる上意下達の圧力に抵抗して、自分達の要求を
貫徹した。日野宿寄場組合 45 ケ村の大小惣代が 3 度も集まり話し合った。大きな枠組みで
の結論は各村へ持ち帰り、柴崎村村役人 4 回話し合う。そして 9 年 10 月 1 日にまた日野宿
で近隣村々が 2 つの願いを相談した。同年同月 14 日にその内容がわかる。1 つは先年拝借



























8 年 3 月 14 日 （幕府は江戸府内に御救小屋を品川・板橋・千住・内藤新宿に建設。
在方の富農は、村の困窮人を救助せよ、と関東取締役所から命じら
れて請書に連印をした）
8 年 3 月 22 日 （韮山の江川太郎左衛門役所から貧民救方の廻状が来る）
8 年 4 月 1 日 （韮山代官所に呼び出されて極窮民への御貸付金を各自分相応に差
し出す事を命じられる。壱人 6 両ずつ、両名主村役人の 5 人で 30
両である）




8 年 4 月 13 日 （山田殿から 14 日夕方が期限だと次郎兵衛が命じられる）
8 年 4 月 15 日 （日野宿の近隣村の差出金は柴崎村も加えて合計で 130 両となる）
8 年 5 月 10 日 （文化 6 年の差出金の事で韮山へ出頭命令。飢饉年に火災にあっ
た柴崎村の善八と礒五郎に次郎兵衛と差添人 2 人が出発）





9 年 1 月 25 日 （柴崎村と日野本郷村は差出金の半分の手形に領収印を押す）
次は個人救済についてであるが、善八・礒五郎とも天保 7 年に火災に逢ったのであろう
が、それが何時で、被害額はどの位なのかの記述がない。




(1809) からだと先例からわかった。差出者にはその返金が 7 年後である。つまり 7 年間に
利子つきの御貸付金として運用され、資金提供者にもいくばくかの利子付きで返金される。
集められた差出金の内、5 分金と呼ばれる残りの金額は、困窮人の救助に充当された。
8 年 12 月 8 日 （関東取締役所から奇特の人の貧民救方（豪商農の寄附行為）の有
無を調べよと命じられる）
9 年 1 月 22 日 （日野宿組合村大小惣代日野宿会合、関東取締より奇特人の貧民救
いの調査）




1. 幕府が行うべき救済だと考えている。それは 8 年 3 月、既に村民中で上は金 2 両
ツツ、中は金 1 両ツツ、下は金 3 分ツツ約 20 人から集めて困窮人 100 人に穀物で











9 年 7 月 12 日 （韮山代官所から柴崎村の 5 人が名指しで呼出される。平九郎・
元右衛門・宇右衛門・紋次郎・三七である）
9 年 7 月 24 日 （次郎兵衛が韮山役所出頭。名主両人と元右衛門の 3 人で金 20 両
差出すと申し上げたら、両名主は 7 両ツツ、元右衛門は金 6 両と
の御沙汰が下る）
9 年 8 月 10 日 （五日市村内山安兵衛（あきる野市、質商）・元木村（八王子市）
中嶋仙助（未詳）150 両ツヽ、夫以下 100 両・50 両ツツ都合金
1,000 両（中略）多摩郡県内共 1,800 両、豆州 1,200 両　〆 3,000
両調達と次郎兵衛が八王子出張中の山田頼助殿より聞かされる）11)。













村内で行われた 8 年 3 月 13 日の救助報告もされない。
III. 村内の助け合い
多摩地域について少し触れよう。多摩は近世初頭、承応 2 年 (1653) 玉川上水開削後の分
水による開発で新田 41 ケ村成立。寛文 6 年 (1666) の「諸国山川掟」でとまるが享保期の武





◎表 3 村内困窮人に対する村内救助。天保 8 年に 7 回あり、内容は救助に関してのみで
ある。
2 月 16 日 （困窮人救助について村役人・重立百姓が相談会を開く。生活に余
裕ある身元宜敷者約 20 人を上・中・下の 3 段階に分けて、上は 2
両ツツ、中は 1 両ツツ、下は金 3 分ツツ集める。そのお金で大麦
と稗を買って、約 100 人に分配と決定し、3 月・4 月の生活を保障
しようとする）
2 月 20 日 （16 日にあがった寄付候補者を次郎兵衛宅に集めて、協力を依頼
する）
3 月 4 日 （救済用大麦を常八に金 3 両を手付金として、砂川村に買い付け
に行かせる。1 両に付き 4 斗 8 升替えの予定。明日は常八と吉之助
が村内で買い集める予定。三七は府中の穀屋　沢木屋へ行く予定）
3 月 5 日 （常八と吉之助が村内で買集めた大小麦・粟・稗は合計 10 石。常
八は昨日の大麦を次郎兵衛宅へ運ぶ）
3 月 6 日 （三七は府中から大小麦を名主宅へ運ぶ。常八は谷保新田へ稗買出
しにゆく）
3 月 8 日 （谷保新田から稗を買い取る）
3 月 13 日 （困窮人に穀物を配る。単身所帯の人には 1 斗 5 升。2 人以上は 1
人前 1 斗 2 升ツツ。百姓株の本人や成人した息子は除かれた。老
人・子供・女性にも手当てをした。ただ大小麦・粟・稗と 3 種類
あるので籤引きをし、現場には村役人と寄付した人が立会った）
前節でのべたように幕府や代官所も対策を立てた。しかし 3 月・4 月の端境期はまだ不足
だと判断した名主や村役人が、有力農民達と相談して公平なランク付けでの均一募金は短期
間に集められた。村内に約 100 人とは、人口 1,000 人余の村にしては多く 1 割近い。残念
ながら、寄付金総額がいくら集まり、穀物の全量がどの位用意出来たのかについては記事が
無い。8 年の「日記」から米・穀相場で米・大麦、粟の相場を見る。2 月 1 日（米相場　銭
100 文に対して白米 3 合 8 勺、大麦・粟 1 両に付き 4 斗 5 升）2 月 16 日幕府の諸色値段引
下げ令が出て日野宿で大小惣代が（銭 100 文に付き米 3 合 7 勺）と相談した。4 月 25 日
「田堀丸山（立川市砂川九番の米穀商）にて米小売 4 合、此辺 3 合 5 勺　4～5 日雨天につ
き諸穀 4～5 升値上げ）5 月 1 日「所沢（相場）金一両に付き米二斗二～三升　大麦四斗一
～二升」とある。天保 10 年 12 月「米相場下落　江戸在とも八斗七八升替より下物壱石位
迄也　殊に江戸前入津多く諸品下落　砂糖別して下落の由也」に比べると物価高である。幕
府 3 回の救助でも不足し、村民による募金（自助）活動では、端境期を賄う程度であった。





◎表 4 個人による、又は個人に対する助け合い、8 件である。




8 年 5 月 1 日 （昨日の 2 組の行倒人とも普済寺下の小屋に収容、村で面倒を見
る）




10 年 2 月 10 日 （山中七之助の妻子に対して 5 人組を差し置いての扶助は出来な
い。そこで 5 斗入り粟壱俵を貸し与えた）
10 年 2 月 17 日 （村内は此節色々と助成する事が多い。尾州鷹場御案内の井上家と
名主中嶋家と、鈴木家の 3 軒で寄付をしたが詳細不明である）
10 年 10 月 25 日 （青梅の大柳村重右衛門が長く病気で働けない。同情した人は寄付
をお願いしますと羽村村役人の坂本氏・指田氏が添え書きした書簡
を持って、重右衛門の組合の 2 人が養情講と名付けた帳面持参）
10 年 11 月 4 日 （柴崎村の無住満願寺に尼僧が仮住して村人の日雇仕事や先祖供養
で細々と生活していた。そこへ国許の加賀から知合いの女性親子 5
人が困窮していると連絡があり相談される。平九郎が母親は中嶋家、
娘 1 人は井上家、他の 1 人は山中の弥次郎家にそれぞれ奉公先を
決めて呼寄せる事にする）
10 年 11 月 13 日 （大柳村の重右衛門養情講に村人の寄付金を集め中嶋氏から羽村へ
送る）
10 年 12 月 17 日 （浪人妻子連れの 7 人が訪ねて来た。九ケ村用水の内 6 ケ村組合
（流末の柴崎村を含めた 6 ケ村）の分として銭 300 文を渡し、後に










天保 8 年に 10 件、9 年は 2 件である。天保 8 年に素人乞食多しの記事が 2 回、10 月に
（遠国ものに付き其の侭差置く）の記事がある。また素人乞食とは、俄乞食を指している。
10 中 8～9 は女性である。そこには経済的に自立できない姿がある。家制度の中で例外と
しての名主妻以外は既婚女性の経済力は低く、また職種も少なかった。
同じく 3 回あるのは盲目女性で、8 年 6 月瞽女 5 人、9 月瞽女 8 人・同月瞽女 5 人。社会
的弱者のこの人たちはどんなに苦しかっただろうか。
浪人者は 8 年 10 月に 7 人、9 年 3 月に子供連れの 7 人が通過した。




◎表 6 村の盗難関連から（1 件ずつ一括）
盗難被害の件数を見よう。3 年間に 61 回の記事があるが件数は 21 件である。
8 年 6 件 別に未遂 2 回。1 月と 2 月に中嶋家が狙われたが未遂に終わる。
9 年 9 件 別に未遂 1 回。9 月に鈴木家の文庫蔵の窓の鉄網が破られたが被害届無
し。
10 年 6 件 16)
次に各年別に被害品目の特徴を見よう。
8 年の 4 月 4 回の被害は食料。穀物 3 回。大麦・挽割等に芋泥棒。4 月に芋泥棒除けの共
同祈願をする。6 月に普済寺夜盗 2 人が有り合せの銭 400 文を盗む。6 日亦右衛門女房が押
込夜盗に入られたが外へ飛び出して叫んだので金 2 朱だけの被害。鉄次郎・市郎右衛門は
各白木綿 1 反。飢饉のあとだけに食糧の盗難が多い。
9 年は、衣類が 3 件、繭 14 枚分、別に金 1 両や銭 5～6 貫文など。閏 4 月満願寺留守居
の夜具・鍋まで盗まれる。少し金目の品と現金が盗まれている。
10 年は、衣類が 5 件。普済寺に 2 回、衣類と土佐画金屏風。換金しやすい衣類と高価な
屏風が盗まれた。
印象的なのは 8 年 4 月 6 日「台・滝之上・はけ・山中一同此節芋盗人多く難儀に付き世
間に習い藁人形造り　竹槍を以て呪詛いたし候講中不残罷出　富士塚道端之飾置　立川院を




また鈴木家の未遂事件は、文庫蔵の下窓鉄網を引外して盗賊侵入。2 階の箪笥 3 つ、櫃 1


















9 年 9 月に丸屋重右衛門方に 3 人の押込夜盗が這入った一件では、5 日後に 3 人とも捕縛
された。しかそして府中宿に火方役所　先手組落合長門守組（旗本）の糸賀・小川氏が取調




10 年 2 月に火方役所から府中宿に呼出し、3 事件関係者 100 人余も待機中。当村岩次郎
は薩摩芋 6 度買取で、罰金 1 両 1 分余。府中・江戸とも差添人までの呼出経費を含めて岩
次郎たちの出費とする。







柴崎村ではどう対処されたかをまとめよう。①病死 12 人、欠落 3 人は他村と比較しないと
ならない。②幕府の対策は夫食拝借や再拝借願書の部分で 3 回に分けて配られた。幕府は
村の貯穀だから翌年にも詰戻しの計画書を出せだとか、村の畑惣反別の 30 分 1 作付け指定
に対して、村では粘り強く何度も交渉した。自分達の意思を貫いて 6 年賦とし今回拝借の
詰戻しはその後となる。③差出金については、幕府の金融財政の資本金として半分が遣われ

































対しても厳罰主義ではなかった事を学んだ。天保 10 年 4 月に、野州合戦場一件とよばれる
事件がある。関東取締出役 10 名、火付盗賊改役 2 名、普請役 4 名、御先手 2 名の合計 18
名が贈収賄で処罰される。当時の勘定奉行遠山景元に届いた匿名の投書が発端であった。平















5) 安永 5 年 (1776)「日光御社参人馬請負見積書控」『立川市史』下巻、1969 年、469 頁。







11) 「近世　幕末の打こわし」五日市町史編纂委員会編『五日市町史』、1976 年、634 頁。
12) 村上・馬場・米崎『多摩の代官』たましん地域文化財団、1999 年。村上直・荒川秀俊編『江戸
幕府代官史料―県令集覧―』吉川弘文館、1975 年。
13) 「特集　多摩の産物」『多摩のあゆみ』44 号、1986 年。
14) 「特集　江戸城御用」『多摩のあゆみ』59 号、1990 年。
15) 「近世村落の景観と農民の生活―用水」昭島市編『昭島市史』、1978 年。「日記」にある柴崎村 6
103
ケ村は川下の柴崎村から見ると郷地村・福島村・築地村・中神村・宮沢村である。
16) 「表 6 柴崎村の盗難関連」から盗難被害者名を 1 年分ずつ。













































































































































































































10・7・4 （6 月 12 日 6 月 13 日の）忠蔵一件七月五日出頭の差紙到着
10・7・12 十日夜滝の上弁松方え盗賊衣類壱つ　又右衛門方にて衣類五品　亀吉方ニて衣類五品
三ケ所にて被盗ル
10・9・3 八月廿四日芝中平蔵方え盗賊　衣類外拾弐品被盗取　弥五左衛門より品書差出
10・9・20 芝中平蔵　上の原清助　盗賊に逢候始末　品物書付差出ス
10・10・21 落合様組鈴木殿より呼出　去霜月中藍縞女袷一件ハ　はけ丑之助方にて盗難の品
10・10・22 盗賊引合に付き当人丑之助　年寄四郎左衛門差添所沢町え差出す（火付盗賊改出役）
10・10・23 はけ丑之助盗賊引合取捨願も相済　帰村
表 6-2
註、引用ではなく、なるべく史料に忠実に摘要を心掛けた。
